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GAstroEdu: Gastronomic felicity in sustainable way 

GAstroEdu
食を通じて世界の人と地域を繋ぐ

オープンイノベーション価値共創場のデザイン
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GAstroEdu（ガストロエデュ） Gastronomic Sciences食科学×Astronomy宇宙×Education教育

最先端のオンライン技術の活用
オンラインで人と地域がつながる共創場のデザイン
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ワークショップにおける知識獲得・知識交流とワークショップ設計

• 参加者自身が属する地域や業種・業界などの現実世界に対して，オンラインを介した交流やコミュニケーションを
通じて，情報空間上で知識交流が図られる

• それぞれの参加主体が自身の興味や目的に応じて，(4)専門家モデルの同定，(5)ユーザーモデルの同定，
(6)知識表現の選択をしながら，(7)知識の抽出，(9)知識の変換，(11)知識ベースの管理を行う．

• このとき，時空間はワークショップ開催の過去から未来にわたって，更新され逐次その時点で行われた交流や経
験が蓄積されていく．

Fig. ワークショップにおける知識獲得・知識交流
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日本の食・地域資源の価値・魅力を、
海外とのオンライン交流をきっかけに、地域と一緒に再発見し
新たな共創につなげる



ワークショップを通じて、地域の魅力・価値を再発見し

食・地域資源の価値・魅力をクリエイティブの力で発信
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